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　 Candida　ateicans （以下 カ ソ ジ ダ ） は 気管支喘患 （以下

喘息） の 主要 な 抗環の 1 つ で あ る が ，カ ソ ジ ダ に よ り起

きる曠息．の 発症機序 は 十分 に 解 明 され て い な い ，著者

は ，カ ソ ジ ダ 以 外 に 抗 原 が 証明 さ れ な い 喘息 と 室内塵

（・・ウ ス ダ ス ｝・　1 以
』
ド HD ）以外 に 抗 原が証明 さ れ な い

喘息に つ い て ，カ ソ ジ ダと HD に 対す る lgE 抗体 を 検

索 し，カ ソ ジ ダの 陽性 …憩 ま HD に くらべ 明 ら か に 低率

で あ る こ とを す で に 報告 した
1）． 生活環境 中に 存在す る

HD や 花粉 な ど種 々 の ア レ ル ゲ ソ に 感作 され た と き，容

易 に IgE 抗体 の 産生が 誘 導され る 素質 を ア ト ピ ー素質

と考 え る と，前 報
D

の HD 以 外 に 抗原 が証 明 さ 濠しな い 喘

息患者 は す べ て ア 1 ピー
素質 の 保有者で あ i），

カ ソ ジ ダ

以外 iこ 抗原 が 証匿 さ熟な い i暢寅、患者 け 大部分が ア ト ピー

素質を もた な い もの で あ る． 前報
⊃

の 検討で ヵ ソ ジ ダ の

IgE 抗体陽性率 が HD に くらべ 有意 に 低率 で あ っ た の

は，お もに ア ト ピ ー素質 を もた な い 患者 を 対象 に カ ソ ジ

ダ に 対す る IgE 抗体 を 換索した た あ か も しれ な い ， そ

れ と も， カ ソ ジ ダ 抗原 が ， ア 1・ピー素質 を もつ もの に

も 圓 もた ない もの に も， 本来 IgE 抗体の 産生 を 誘導 し

に くい 抗漂 で あ る た め か も L れ な い ．そ こ で ，こ の た び

は ア ト ピー
素質 を もつ 患者 だ げ を 対象 に ，カ ソ ジ ダ に 対

す る IgE 抗体を検索 した ．前報
1，

の 成績と比鼓 し，カ ン

　
＊

現 ： 国 立 療養 所 酉 新 潟 病 院 内 科

　A ・bl⊃revlatlo 」zs ：　】IE 『　bronchia！pr  vocati   n 　t（…st；

　DAR 　duai　asthmatic 　responLte ；　 FEV ， 。 one 　se −

　 cond 　forced　expirator ア volume ；　FVC 　　forced　vj −

　tal　 capacity ；　HD 　house　dust；　IAR 　immediate

　 aSthmatic 　 resp ・ nse ；　 IgE 　 immun 。gl。bulin　 E ；

　LAR 　 late　 asthmatic 　 responsc ；　 PK 　 Prausnitz−

　KUstner5　RAST 　radioallergosorbent 　 res：；　RIST
　 radEoimmunoserbent 　test

ジ ダに 対す る IgE 抗体 の 陽挫率が ア b ピ ー素質 をもつ

患者 と もた な い 患者と で 異 な る か どうか を検討 し た の で

報告す る．

対象 お よ び 方法

　 1． 対象 ： 新潟大学第二 内科外来お よび 白根健生病院

内科 外 来 を 受診 した 喘息患者 に 問診 と ア レ ル ゲ ン 皮内テ

ス トを 施行 し，即時型反応陽性抗漂 に つ い て 吸入誘 発試

験 （bronchial　 provocation　 test，以下 BPT ） を 施行 し

た．即時型反応 が陰性で 遅発型反応 が 陽性 の 抗原 もあ る

と思 われ る が，こ の た び は 検討 して い な い ，そ の 結果 ，

HD
， 花 粉，カ ソ ジ ダ以外 の 真菌 の い ずれ か 1 つ 以 上 に 対

して BPT が陽性 で あ り ，
　 Prausniz・Kustner （以下 PK ）

反 感 と radieailerg   s。 rhent 　 test （以 下 RAST ） の い ず れ

か で lgE 抗体が証明 され， さ らに カ ン ジ ダ の BPT が

陽性 で あ る 患者 3王名 を え らび 対 象 と した．31名 の 臨床像

は Table 　 1 に 示 した が ，全員 が カ ソ ジ ダ と プ ロ ソ カ ス

マ ・ベ ル ナ 以 外 の 何 ら か の 杭原に 対 して IgE 抗体 を も

っ て お り，ア ト ピ ー素質 の 保有者で ある と思われ る．カ

ソ ジ ダ の BPT は 31名全員 （IOO％） が 陽性 で
，
　 HD の

BPT は 24名 （77．4％） が隆性，そ の 他の 航原 の BPT

は 17名 （54．8％） が 陽徃 で あ る．ま た ，三 親等以内 の ア

レ ル ギ ー性疾患 （喘息，ア レ ル ギ ー
牲鼻炎，ア ト ピ ー

性

皮唐炎） の 家族歴 は 3i名 中 17名 （54，8％） ｝こ み ら れ ，血

清総 IgE 値は 31名中22名 （71．0％）が 500U！m1 以 上 の

高値を しめ し た．男23名 と女 8名 で ．年令 は 15才 か ら65

才 で ，平均 31．5才 で あ る．

　2． ア レ ル ゲ ソ 皮内 テ ス ト ： HD
， 花粉 （正2種）， 食品

（8 種），動物表皮 類 （7 種 ），繊維 お よ び雑類 （正2種）

の 10  〔陪 液 と，稟菌 （5種 ：カ ソ ジ ダ ， ア ス ベ ル ギ ル
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一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

ヵ ン ジ ダ に 対 す る IgE抗体 と ア ／t ピ ー
素質 と の 関 連1030

・
O甑
＝

O
焦 
O」

・
§
鬟い．
紋
§
辷

ミ

俣
く
h

嘱
く
目

螺
く
O

属
く
Ω

出
く
一

出

く
岡

属
く
自

属
く
鬥

桜

く
自

属

く
貞

1
−　．　　．1

蛋
く、
圃

匡 娼

＜ ＜
H 日

起
く
ρ

．
蛋

く一
N 属
く く一　H

ー【

鷲
o

ξ

O
一

9
℃

燭

畳
冨尸［一砿
儒

饕耋 簟 簑 耋 塁簟 籠 篝聽 器 暮髦甓 器 鏨璧 誓羅
℃

§
9

一 「
　

　

　

O｝
司一
闘
鑑
ぐ、
H

　
，

 

切冖
hO

偶亀゚
O白

ξ

ミ
亀

財

唱
鴫

へ
o

電
ミ

辷
q
　
（

H

）

曾
＝

≧

∩ aqQA
ZZZZ 乞

1
餌 出 匿 郎 出 M 函 麟 媛 鮖 出 匡 鍜 鍛 図 督 出 銘 ρ≦ 出 匡 β二 餌 嬉

賃 畠 ≦ 謡 ≦ fi≦ fl≦≦ ≦ ≦ ≦ ≦ 5 ≦ ぎ話話話話蓋話ぎ
O
国

：−
：．

劇

勲
隷
凱

側

西

9q

嘗鳳
瓜

9 ー

傭
o

お

　
子

予

 
勘

oめ
‘

Q

藷
豊
｝
o
【Ψ【一
外
【」

　・

E22s22 身愛＋ ＋ 身 ＋ ＋ ＋ 皀11身爰 自爰 ＋ 1 ＋ 1 ＋ ＋

下　冖
　 　 　 （

＋ ｝ を
OZ1．　　．　．＋ 唳 爰＋ 愛含身塗↓

A2

十 ［ ÷ 十 十

　
〔【
Z

…

。
z

「

ー

」一

a 畠 負 aQ
zzzzz

り

＝

“

鬟
』り鵑
属

畳

曇　」　　「　「

＋ 斃 確 刊 ÷ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1 ＋ ＋ 餽 槍 窪釜 ＋

．
お
。ご

日

。 。 。 。 。 。 ・・ 22E 爰EE 一 雛 。 。 。 。 。 斜 一 。 爰飾 斃 恥

聡．
p
渇

”
畄
く

Q
　
．
畧卩
δ
側観
霊

リ

コ
に

賃N
琶
篝
一Ψ
駑咽【
δ

盲
巳…
h
¢
＜
一

曇

モ

釜

む喇
あ−
む
拐
胃【
O

出
”
〔
N
）

〔【
蛮

暑

　．
お
面

日

　」
OO

」
O
“
（

一

）

Q｝
宀

管

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　」　　−

ψ」’
Ψ

‘
←（
）

　
、
鎖

電

9

　

　
廟
邑
口

O
臥
脇

O
勘

゜ ・ 一 。 ・ 一毳差 無 身。 爰 。 一 。 。 ・ 。 暢 。 。 爰釜 一

e’コ “ ］ マ 的 個 。り 斡 　 　 　 cc 　 rc 。 つ 。 。 ⇔ ca 　 c・／．　 x 　 o 　 cc

。即 t 寸 q 。 。 。 ・ 　 　 。 、 　 ＿ ， 。 。 。。 。 寸 矜 疏 　 6
　 　 　 　 　 　 　 自 a 自 OQO ∩ q 　 　 　 　 oo 畠 aoo’冖 ’ ・一 ・ ・ZZZZZZ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・zz ・・ 一 ・・ …　 zz ・z 匕 zz
oo 朝 “ loo − 　 　 　 　 o 　 囲 o 。 qooc ・loo 　 N

〇 一 亭つ ぐ◎ 鬥 ζNN 最 o コ o 』 （
丶
】 eqe 書 eり 靄 氏 鍾

闘 88 昆 8 蹉 腿 8 認 器 8 翕 塗 88 母 縫 曾 8 稲 器 雛
Hoo

戴 1D 畔 一 N ゆ 一 〇 「：
・q 呻 傍 tn 匚、　 u ） LO 　 Pで OQc 　 o ぐう N 卜 oPt ．　 co − r り 》 o

　 　 い　 　
一円 一 一

　 マー
　

・c・IH − 　 　 （
丶tt 　 　 一 一 一 ｛

t・r 　 　 　 　 　 　 マ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 ÷ 十 十 十 十 十 ÷ 十 十 十 十 十 ÷ 十 ÷

T

十 十 十 十 十 十 十 十 ÷ 十 十 ÷ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

11十 十 ÷ 十 十 十 ÷ 十 十 ÷ 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

じ「

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　．
 

鶉
O
で

　一
〇

口

闘

．
ミ
譜
」

窩

丶

亀
隠
O

財
電

鴫

黛
O

鳶
ミ
』

 

自
”

（

N
）

¢←帽】
≧

．
h

鋩

q

毳心〜
嘘

　

爆

℃噛
峯
き
9
”
℃
竃

画
9
　．
琶
コ

唱

　
O躬
ゴ
O
‘

11ー1十 十 十 十 十
．　．　　．i十 十十 十 1 十 十 十 十 ÷ 十 十 十

 

9 卜 鉾 雛 雅
¢

堅 喋 黥
の

野 鰄 蕁 』 繰 讐
ト

罷 讐

護 ∈i 日 ξ≡ 日 餐 誓 覧一旨｝ ∈ 葺 日 ヨ ≡… ≡ 貫 貫 ∈ 旨 ヨ 日 ≡…
」図

≡…亀一 田 ｝ 哨 蝋 1≡
「

寸 o 一 個 oコ マ Oloo ］ 尉   LO マ L（） 斡 燈 o   Oj   緯 oecocr ¢ 鴎 Oa り 一 e り
ぐ・】 ぐN ぐt） c・1 マ ¢ c．．1P ：’マ e ［・一 ド o ； ¢

・N 咽 el ぐ ］ Ln 　QQ マ HO う eり 民 e こ 一   マ 齢 trt

ゼ P・
’
匿 ド φ ゴ vi 　vl Σ琶 Σ 9d 巨 畠 之 9clメ Σ ＞1 琶 ：

・
ゴ 薪 メ Z

“
雷 占 E

’
←

＜ ← be ・
＝ 〈 H − 一 ト 星 ZP ¢ ン 〉司 ze ← く MO 【t，』 O Σ 一 ← Z 角 MV ／日

■冒

li萋 E

⇔

国

… 

冨
角

寓

舅一
＝

藷

　
　
　
　

　
　
　
　
　（
き、（
ご

パ

3、
q）

的」
〇一【一
〔）
　

、
認

δ

　
　
　
　

　
　
　
　

曇

曇

G

撮一
‘

　
　

多

〔

蛩
肖

　
　
　
　

　〔
LC
ψ驍

　
氛」
り7
＜
財

　
　
　．冖
5【
で【【
o
盗

』

二
諱

紹冖嘱
Φ嘱
葛
亀

（［
旦
O、）

（

←

望
超
）

　

　
猷）
3

　

　
　
　
1　．　　「

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
臥

ご

舅）一
府

の』
Φ

』日．
（）
　

、
鬻
認

9
　

　
　

0H
宀

　…

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
一
〇

．．．
．
．

貸
α

鋤
刷

副
01“
．．．．
．
．

　

誘

」

c

蕊

額層

　

三
遂

o

辱
モ
暫

貫．
日

圃

　

わ嘱
田
瓢

旺

　
　咽
に

U旧
＝

＝ ．一
）

　

　
H

　

O［
』噌胃
≒國

←‘
嵜門
5

　飼
吋

。

 

く

跳
く

尸V
惹
Q

一   o う マ の り ト De   〇 一
  ¢ マ 鴎 ¢ 卜 OQoo 一   Pt ∀ 頃 弋ρ ト     ov

　 　 　 　 　 　 　 　 　
一 一 v 一 一 −tFH 例 H ζ丶こ o ： eqe こ e膏 叙 o．） ひ 1   隅 ◎停 ¢

HO
つ

　
｝

Q
　
穐

O」【
二

dO
｝

矧
o
の

　

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

月 岡
一
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ス
， ア ル テ ル ナ リア ，

ぺ ニシ リ ウ ム ， ク ラ ドス ポ リ ウ

ム ） の 1OOOO倍液 （以 Eい ずれ も鳥后薬品製） を 使用 し

た，ブ Pt ン カ ス マ ・ベ ル ナ （ス イ ス 血 清 ワ ク チ ソ 研究所

製〉 は 玉O倍液を使用 した， い ずれ もO・02m1 を 皮内注射

し，15分後に 膨疹と発赤の 直径 を測定 した ，陽性判定基

準は 石埼 ら
Z）

の 基準 に 従 い ，膨疹が 9mm 以 上 ， ま た は

発赤が 20mm 以 上 を陽性 と した．

　 3． BPT （bronchial　 prOV。 cati 。 n　test）： 全員入監 し．，

無発 作 の 日 に 施行 した ．気 管支拡 張 剤 な どを 使用 して い

た例 で は ，そfiLら の 薬剤 を rlr 止籔，無発作 の 日 に 施行 し

た，検査当 日は 患者の FVC ，　 FEVg ．。 が ほ ぼ
一

定 に な る

よ う練習 させ ，胸部聴診上 ラ 音 が な く自覚症状 の な い

こ と を確認 して か ら，生理食塩水 1ml を ネ ブ ラ イ ザ ー

で 2 分 闖 吸 入 させ た．そ の 後 30分 間 十こ 自覚症 状がな く，

FEV
，．o が吸入前値 よ り10％ 以上低下 しな い こ と を 確 認

して か ら ， 当該 ア レ ル ゲ ン を 用 い て BPT を 施行 し た ．

吸入 ア レ ル ゲ ソ は 鳥居 薬品製 の ア レ ル ゲ ソ の 凍結乾操末

を 生 理 食塩 水 で 溶解 して 用 い た． ア レ ル ゲ ソ 渋 1m1 を

ネ ブ ラ イ ザ
ー

で 2 分間吸 入 させ ，直後 ， 5 ，
工0，2 ．3G

分後お よび 1 ， 2 ， 3 ，5 ，7 時闖後 に FVC ，　 FEVI ，o

を 測定 し，自覚症状 と胸 部 ラ 音の 有無 も同 時 に 調べ た，

以後 24時隅後 ま て ，随時同様 の 検査 を 行 っ た ．判定 は

FEV 、　 o の 値が吸 入 前値 よ 搬 5％以上低下 した 場合 は 陽

｛生と し ，そ れ が BPT 開始援 弖時 間 以内に み られ た 場 合

即時型気管支反応 （imrnediate　asthmat 三c　resp 。 nse ：以下

王AR ）， 】時 閥 以 上 た っ て み ら れ た 場 合を 遅 癸型気管支

反応 （latc　asthmatic 　Iespon 田 ： 以下 LAR ）と して記録 し

た．IAR が 自 然 に ま た は 治療 に よ り 回復後再 び FEV ，，。

が 前値 の 15影以 上 低下 穿 る か ，
工AR が 回 復せ ず 数時聞

以 上 持続す る 場 合，2 相徃気管支反応 （dual　 asthmatic

respense ； 以下 DAR ） と し て記録 した ．吸入 ア レ ル ゲ ン

の 濃 疫 は HD が500倍 か ら璃 音轍 ｝は で の もの を，カ ン

ジ ダ が 1000龍か ら 100倍希釈 ま で の もの を 用 い ，お の お

の 最高濃度で FEVL
。 が 15％以一ヒ低下 しな い 場合を BPT

陰性 と判定 し た．真蕾抗原 は カ ソ ジ ダ に ，そ の 他 の 抗原

は HD ｝こ 準じた 濃度 で BPT を行 つ た、

　4． 血 清 IgE 値 ： RIST 法 に ょ り，　 Phadebase 　 IgE

テ ス トキ ッ トを 胴 い て 測定 した．

　5 ．　RAST （radioallergosorbent 　test）： Pbadebas  RAST

キ ッ トで 測定 した．抗 HD 抗体 は Greer 社 と Hollister−

Stie： 社製 の HD 航 原 カ ッ
プ リ ン グペ ーバ ーデ a ス ク を

用 い ，抗 ダ ニ 抗体 は．Dern；atoPhag ・ide5　 Pter・ n）
’
∬ intis（以

下 D ．P．）と DermatoPhagoide」 ノ乙廟 熈 （以下 1）・f’） 抗

原 カ
ッ

ブ リ ン グ ペ ーパ ーデ ィ ス ク を 用 い ，抗 カ ン ジ ダ抗

捧は Phamlacia 社製 の α 祕 湿 4　 albicans 航原 カ ッ
プ

リ ン グ ペ ーパ ーデ ィ ス ク を 用 い て 測定 した． い ずれ も

RAST ス コ ア が 2 以上 の とき，　 RAST 陽性 と判定した．

　6 ， PK 反 応 ： 当 該 ア レ ル ゲ ソ に よ る皮内反応 が 陰性

で あ る recipient の 前驍内側皮内 9こ患者血清を0．1ml ず

つ 注射 し， 複数 の PK 　site を 作 り， 24か ら48時間後 に

こ の 部に 当該 ア レ ル ゲ ン の   ．02ml を皮内注射 し， 15分

後 に 膨疹と発赤を測定 した、 皮内反応の 陽性判定基準
2｝

を み た ぜ ば ，PK 反応陽甦 と調定 した ．

　7． 有意差 の 検定 ；X2 険定を則 い た ．

成　績

　1． 血 清 IgE 値 （Tab 】e　2）： 症例 の 重複 は あ る が ，

カ ソ ジ ダ を 抗原 と す る31名 は ユ227± 980U〆m1 （mean ±

SD ） で ，　 HD を抗 原 とす る 24名 は エ241± 867U 加 工 で あ

り，有意な差 は な か っ た．

Table　2　Comparison　between　Candida　albicans

　　 （Candidの一induced　 asth 皿 a　 and 　hou 記

　 　 　 　 　 　 dusト induced 　 as 重hma

　　　　　 Candida　　　　　house　dust　　Signl｛…cance

IgE （U ！mi ）　 1227士 980＊
　　　1241± 867 ＊

　　　　　　　（n ＝31）　　　　　（n ＝二24）
PK 　　　　　　7〆21）　（35．0％）　13i17　（76 ．5％）

RAST 　　　　5119 （26．3％e ）

H −SI ．abs
lG　Labs

｛恥
1）・f’

N ．s．

P＜ o ．  5

’G／16　（25．0％）　　　　N ．S．

12f16 （75．O露）　P＜ 0 ．025

15／16　（93．890ta）　ク＜ O．005

16／16　（　100劣）　Pく O．005

＊
： mean ± SD ．　NS ： no 　sign 藍丘cance ，

H ・S ： Hollis宅eτ
一Stier　 Labs．　 G ：Greer　 Labs．

ヱ）．汐．：ヱ）ermatoPhagoides 　Pteren7∬ 蜘 ∫・

P ，f，：1）ermaioPhagoides 　fa廟 at ・

　2． ？K 反応 （Table　Z）： カ ン
’
ジ ダ 1こ つ い て は 20名中

7 名 （35，0％） が，HD に つ い て 1・t176． 中 13名 （76．5

96） が PK 反応陽性 で ，　 HD に くらべ カ ソ ジ ダ で は 有

意に 低率 で あ っ た （P＜ 0．05）．

　 3． RAST （Table 　 2）： カ ソ ジ ダ は ユ9名中 5 名 （26．3

％） が 陽 i生で あ っ た． HD は Hollister−St至er 社抗原 で

16名 ril4 名 （25，0％） が ，　 Creer 社抗原 で 16名中 12名

（75，0％ ） が，P ．P．抗原 で 16名中 重5名 （93．8％） が，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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’
ジ ダ に 対 す る IgE 抗体 と ア ト ピ ー

素質 と の 関 連

D ．f．抗原で 16名中：6名 （ユOO％） が お の お の 陽性で あ っ

た ・カ ン ジ ダ の RAST 陽性率 は ，　 Greer 社抗原 ，
　 D ψ，

抗 原，1）・f’抗 原を用 い た HD の RAST 陽性率 ILく ら

ぺ ，お の お の ♪＜ （：．025，P＜ 0．005，　 P〈 0．00Sで 有意 に

低率で あ っ た ．

　4．　BPT （Tab ｝e　3）： カ ン ジ ダを 用 い た BPT で IAR

が 5名 （16．1％），DAR が 10名 （32．3％），　 LAR が王6名

（51．5％）み られ た ．一
方 ，HD に よ る BPT で は IAR

が 工6名 （66．7％），DAR が 8 名 （33．3％）み られ，　 LAR

は み られ ：な か っ た．　IAR と　LAR とが全 く異 な っ た 巖序

で 起 きる と考え る な らば ，
BPT に ょ り HD で は IAR

が，カ ソ ジ ダ で は LAR が，　 P ＜ 0．OO5 で 有意 に 出現 1．、

た ． DAR と LAR とが 全 く異 な っ た 機序 で 起 きる と考

え る な ら ば ，BPT に ょ り HD で ほ DAR 　5 ，ヵ ン ジ ダ

で は LAR が，　 p く 0．Olで 有意に 高率 に・み られ た・

　 Tab 】e　3　Types　 of　resporlse 　af 竃er　inha夏atiQn

　　 chaUenge 　w 童出 　Candlda　and 　house　dust

　　　　Candida　　　　house　du膤重　　　　　 Signi且cance

藻｝i遜 i 一 鵬

　IAR ：三  edi飢 e　 astb 皿 a 重ic ・esp ・ nse ，

　DAR ：dual　 asthma ｛ic　 response ．

　LAR ： late　as 重hlnadc　 respense ．　　　　　　
一
　　

．．ゼ

考 案

　 カ ソ シ ダに よ り起 きる喘息の 発症．機序 を 検討 す る た め

鵜 葡報
1：1

で は カ ン ジ ダ 以外 に 抗原が講 ヨで きな い 1、綱
と HD 以外 に 挨原 が 証朔 で きない 症例 を 対象 と し ，轟

床縁 を比 較 し k ．そ の 結 果，IgE 抗体の 検 出率は ，　 HD

の PK 反応 が90．9％，　RAST が IOO％と高率に 陽性 で あ

る が，カ ン ジ ダ ｝こ つ い て は PK 反 応 が 27．b’％，　 RAST が

13．3％ と い ずれ の 検出方法を 用 い て も有意 に 無率 で あ っ

た、生活環境叫Fに ．年在す る 種 々 の ア レ ル ゲ ン に 感作さ れ．

tcとき，　容易 に IgE 抗鉢の 産生 が 誘導され．る 素質を ア

ト ピー素質 と考 え る と，前報
【冫

で 対象 と した HD 以外 に

抗原 が 証明されなか っ た 症例 は 全 眞が ア ト ピー素 質 の 保

有老 で あ ク，カ ン ジ ダ 以 外 に 抗原 が 証明 され な か つ た 症

例 の 多 くは ア ト ピー
素質をも っ て い な か っ た とい う．二 と

が で きろ．した が っ て ， カ ン
’
ジ ダ に 対す る IgE 抗体の

検索は ，お もに ア ト ピ
ー

素質 を S
」
　t一こな い 症倒を 対象 に 行

わ れ た こ とに な る．カ ソ ジ ダが ア ト ピ ー素質保有者 の 喘

息 の 原因 1「こ なっ た ときに も，　カ ソ ジ ダ に 対 ナ る IgE 抗

休の 陽性率ガ 蛭率で あれぽ ，カ γ ジ ダ抗原 は ア ト ピー
素

質の 有無 に よ ら ず ヒ トに IgF， 抗体を産生 させ に く 1、・抗

原 で あ る と い うこ と が で きろ，逆 に ， カ ソ ジ ダ が ア i・ビ

ー素質保有者の 擺息 の 原 因 に な る と，カ ソ ジ ダ に 対する

IgE抗 体が 高率に 証 明 され る の で あれ ば ，
カ ソ ジ ダ に よ

る 喘息の 発症機序 は 掴 京で は な くア トピ ー
素質 の 有無 に

よ り決定 され る こ とに な る，こ の 点を衝 朋 す う た め に ，
ア ト ピー素質の 保有者 で ヵ ソ ジ ダを 抗 原 と して もつ 症例

を対象ξこ え ら び， カ ン ジ ダに 対す る lgE 抗体 を 検索 1．、
た，

　ア ト ピ＿素質保有者 が HD に 感作され た 場 合高率 に

HD ｝こ 対す る IgE 抗体 が 産生され る の で
z）

．カ ン ジ ダ に

対す る IgE 抗体が 産生 されや す い カ．ど うか は HD に 対

す る IgE 抗体陽性率 と比較す る こ と で 検討 した， 結果

は Tahle　2 に 示 し た が，ア ト ピー患者 に つ い て カ ソ ジ ダ

と 1』ID に 対す る PK 反応 と RAST を 施行す る と， ソ♪

ン ジ ダ の 陽佳率 は い ず れ も HD の それ に くらべ て 有意

に 無率 で あろ．飾報
D

で 検討 し た カ ソ ジ ダ 以 外に 抗漂 が

証明で きな い 喘息患者 は，ほ とん どが 検索 1−、た 限りで い

ず れ の 抗原 に 対 して も IgE 抗体を もた ず ， ア ト ピ ー
素

質を もた な い か 乏 し い と駅 っれ そ、 そ こ で 得 られ た 成穎

と こ の た び の ア ト ピー患者 に つ い て 鴛 ら れ た 成績 を 比較

す る と Tab 王e　4 の よ うに な る，　 PK 反 癒 と RAST の 陽

性率に は 有意 の 差は 認 め られ ：馳 ・，ア ト ピー
素質が 明ら

か な 患 者 に も明 ら か て な い 患老 に も， カ ソ ジ ダ に 対 す

る IgE 抗鉢は 鈴 よ そ35％以下 に Lか み られ ない よ うで

あ る．そ し て ，カ ソ ジ ダ 披 隙iまア ト ピー
素質 の 有無 に よ

らず t： ｝・に 王gE 抗．
体 の 産生を起 こ し に くい 抗漂 で あ る

こ とが 考
’
え ら れ る．

　 また ，カ ン
』
ジ ダ に ょる　BPT で み ら♪れ．る　IAR ，　 DAR ，

LAR の 頻度は T ア ト ピー
素質が 明 らか な 患者 で も朋 ら

か で な い 患者 で もほ ぼ爵緑 で あ る （Table　4）．こ の こ と

は ，両 者に お い て カ ソ ジ ダiこ 対
一
ナる IgE 抗体 の 産 生 ：こ

ほ とん ど差 が な い と い う戒績を 支持 し て い る よ うに 想わ

れ る，

　HD に つ い て は ，　前報
u
もこ の k び も全 て ア ｝・ピー

索

質 を 明 ら か に も
．
つ ．聿．巻 に つ L−　，て 検討 して お り ， 2 回 の 検

討 で 総 IgE 値，　 PK 反応，　 RAST お よ び BPT の 結 果

に 右意の 差 は み ら れて い な
1．・（Tabte　5）．

N 工工
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Table　 4　Compar 三son 　 between 　pat…ents 　 w 三th

　 bronchial　asthn ユa 　who 　are 　sensit …ve 　OD 正V

　 to　Candida　and 　who 　are 　sens 量tive　to

　　 o 乏her　 allergens 　 as 　 well 　 a ＄ Candiゴa

　　　 Candida’ 　 　 Candida＊＊
　 Sign憮 ance

IgEPKRASTBPT

　 IAR

　 DAR

　 LAR

291 ：ヒ
’281　　　　　12Z7± 980　　　　pく ◎．OO1

5ノ］B（27．8％）　　712（）（35．O％）　　　N ，S．

2／15（13．3露）　　5！19（26、3％）　　　醤．S．

5／29（17．395）　　　5131（16．！95）　　　N．S・

9！LJ9（31．Q％）　　1｛｝1：3工（32，3ヲ6）　　　N．S・

15／29（51．7タ6）　　16〆31（5L6 ％）　　　N昌S．

Candida＊　： the　｝）r6nchia ユprovocation　test 　is　posit正ve

　 　 　 　 　 onIv 　fOT　Candlda．
0（mdi ごla＊＊

　： the 　bronch｛al　provocatlon　test　lspOSItlvc

　　　　　 for　o 士her　 allcrgens 　 as 　well 　as 　Candゴda・
BPT ： br・ nchial 　provocati。n　 test・

Table　5　Compar 三son 　bet戛veen 　patlents　with

　hr。nchlal 　 asthma 　 who 　 are 　 sensitive 　 only

　 to 　hou嚀e 　dust　and 　 who 鼠「e 　sensitive 　to

　 ・ ther 　aHergens 　as 　we11 　as 　h ・use 　dust

IgEPKRASTBPT

House 　 dust＊ 　　Hou5e 　dust＊＊
　Sign姐 cance

1455± 12・va　　　　124L：上二E…67　　　　　N ．S。

10111（9G，9％）　　13／17（76，5望6）　　　N ・S．

21121（1［⊃〔，％＞　　ICii16，（iDO96）　　　　N ・S陰

IAR 　　22！29（75．9％）　　16〜24（66．7％）　　　N ・S・

】）AR 　　7／2g（24，1％）　　S〜24（33．3％）　　 K ．S．

LAR 　　∩129（G霧）　　　　0〆24（O駕 ）　　　　 ｝ξ・S・

H 。 use 　dust＊
：Tl）e 　 br・ nchial 　 pr。v ・catIQn 　 test　is

　　　　　　 posit三ve 　onl ）
「for　house　dust．

House 　dust＊ k
：The 　bronchial　proyoca±ion　 test 玉s

　　　　　　 P・ sitive 　 f・ r 。ther　allergens 　as 　 we11

　 　 　 　 　 　 as　hQuse　dust．

　 ヵ γ ジ ダ に 対 す る lgE 抗体 の 産生 が ア ト ピ ー
患 者 と

非 ア b ピー患者とで 異 な る か ど うか 検討 し た 報告 は す く

な い ，Ed ．ge ら
3，

ぽ ，喘息 瞳老56名 （ア ト ピ
ー

性 33名） と

ア レ ル ギ ー性鼻炎患者56名 （ア ト ピ ー
性 36名） に つ い て

血 清中 の カ ン ジ ダ に 対す る IgE 抗体値 を測定 L ， 全休

と して ア ト ピー
患者 と非 ア ト ピー

患者 とで 有意 の 差 を 認

め て い な い ．　 な お lgE一抗体 は ，鵡息患者 と ア レ
’
ル ギ ー

性鼻炎患者 の 1／3が 陽性 で あ っ た． カ ソ ジ ダ 抗原は 、HD

抗漂 に くらべ ，ア ト ピー
素質 の 有無 に よ らず 匕 トに IgE

技体の 産生を お こ しに くL・抗原 で あ る と思 わ れ る が ， ア

ト ピー
と非 ア ト ピーを 区別 し な けれ ば，PK 反応 の 陽性

率は HD が82，1％ （28名中23名，　 Table 　5） で あ る の に

くら べ 、 カ ソ ジ ダ は 3L6 ％ （38名中12名，　 Table　4） で

あ る． こ の 違い は さ らに 多数例 を 検討 した Kurimoto4｝

の 成績 とほ ぼ ・
致 し て い る． Kurimoto は，患者を ア ト

ヒ  と非 ア ト ピ
ー

に 区別 し な い 検討 で ，HD の PK 反

応陽性率 が 78．7弩 （89名中7G名）で あるが カ ソ ジ ダ の そ

れ は 43．9％ （66名中29名）で あ る と報告 し て い る．

　 とこ ろ で ，著者は 皮内テ ス トと PK 反応 は と もに 鳥居

薬品 製 の 皮 内テ ス ト用 エ キ ス を用 い た が，BPT は 鳥屠

薬晶製 の 凍結乾燥末を 使月 し ，
IgE −RAST は Pharmacia

社 な ど外匿製 の ア レ ル ゲ ソ を使用 し た．い ずれ も粗 ア レ

ル ゲ ン で あ り， 同
一メ ーカ ーの 製品 で も Lo亡 に よ っ て

maj ・ r　allergcn の 含有量 の 差が大 きい こ とが考 え られ，

お の お の に よ り得られ た 成績を比較す る に は 慎 重 で な け

れば ならな い ．そ こ で．鳥居薬品製の 皮内テ ス ト用 エキ

ス を 掃 い た PK 反 応 に よ り検 出 さ れ た IgE 抗体 と，

外 匡製 ア レ ル ゲ ン を 用 い た RAST 法 に よ り検 出 され た

IgE 抗体 とが 同 じ く評価 で きろ か ど うか 換討 した ．抗原

別に み る と ，
HD は 12名 に PK 反応 と RAST の 両 方 を

施行 し． 9．　名lv
“
v 致 し、一．一致率は 75．O％ で あ っ た が ，　 X

‘

検定で は PK 反応陽性老 の な か に RAST 陽 性 者 が占め

る 害拾 が有意に多い とは い え な か っ た ，カ ソ ジ ダ は 20名

に PK 反応 と RAST の 両 方 を 施行 し，16名が
一

致 し，

一致率t・：　80　．0％ で あ っ た が ，zz 検定 で は PK 反応陽娃

三者の な か に RAST 　陽 性者が占め る割 合が有意 に 多い と

は い え なか っ た．しか し，HD と カ ソ ジ ダ 両抗 原 の 結梨

を 合計す る と，PK 反応 と RAST の
一

致率 は 78．三駕

で ，xz検定 で は PK 反 応 陽 逢 者 の な か に RAST 陽性者

が 占 め る割合 は Pく 0．Olで 有意 に 多 い こ とがわ か っ た．

し た が っ て ， ア レ ル ゲ y の 相違 は あ るが ，本砥究 で の

IgE・RAST は PK 反応 と同 じ効 力 が あ る もの と思 わ§れ

る．

結　語

　カ ソ ジ ダ が ア ト ピー
素質保有者 の 喘息 の 原因 に な っ た

と き，
カ ソ ジ ダ に 対す る IgE 抗体の 産生 が ど うで あ る

か を 検討す る た め に ， ア トピー素質の 保有者 で カ ソ ジ ダ

を 抗原 と し て もつ 患者31名を え ら ん だ，3！名 の うち 24名

は HD が重複抗原で あ っ た．カ ン ジ ダ と HD に 対す る
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1034 ヵ ン ジ ダ に 蛎 す る IgE 抗 体 と ア ト ピ ー
素 質 との 闘 連

lgE 抗体 を検索す る と， カ γ ジ
．
ダは PK 反応 と RAST

の 腸性率 が HD の そ れ に く ら ぺ い ず れ も有意 に 低 率 で

あ つ た，カ ン ジ ダ は ，ア ト ピ ー素質の 保有考 に お い て も

HD ｝こ くら べ IgE 抗体が産生 きれ ｛
．
こ くい 抗漂 で あ る と

考 え ら れ た ，

　穣 を 終 わ る に 藕 み ，終 齢 郷 蓼 篤 な る 御指導 を い た だ き

Ptし た 木 下 窟 民 名 誉 教 授 、荒頬 正 昭 教 授，近 藁 有 好 助 教

授 に 深 謝 し ま す ．ま た ，毒 終 力 い た だ き ま し た 第 2 内 科

呼 吸器 i蓬 各位 と 白 戡 健 生 病驚 広 野 茂荒 長 に 心 か ら 感謝 し

ま す ．

　本 論 文 り 要 旨 は
．一部 第 18目 日 本 胸部 疾患学会 総 会，第

2S回 日 本 ア レ ，．諜 ∴ 一学 会 総 会に お い て 報 告 し た ．
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